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台湾経済発展の軌跡をみると、 1950年代の輸入代替工業化、 1970年代の輸出志向工業化、 1980年





である。台湾は L 、かに 1T 産業を発展させ、競争力を維持し、産業の高度化を推進することができ
たのか、そしてまた、どのような課題が残っているのか、それを解明するのが本研究の課題であっ
た。













外部環境の変化で重要なことは、 90年代から 2000年代にかけて、 IT 産業を代表する PC 産業と
半導体産業に共通して、それまでの垂直統合型モデルから垂直的分業化が進んだことである。その















































































る立地優位性の高度化に向けて「対中近接性を生かした R&D 機能の誘致」および iR&D のため
のインフラの充実」を提言としてまとめた。
論文審査結果の要旨
本論文のテーマは現時点における台湾 IT 産業の国際競争力の状況を分析することである O










R&D 活動の現地化が進行しつつあることが解明されている。第 3 章「台湾 IT 産業のさらなる高
度化へ 研究開発拠点、としての台湾の立地優位性の検証」では、台湾産業の技術レベルが他の先進
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国や中進国と比較検討される。その結果、台湾 IT 産業の発展が先進国の形成した技術軌道にロッ
クインされて独創性のある製品のイノベーションにつながりにくい状況があり、この点を克服する
ことが今後の課題であると主張される。
本論文においては、先行研究に対する評価が十分とはいえないこと、論文全体の構成にもう少し
工夫の余地があるように思えること、台湾 IT 産業の直面する課題克服の方策について十分な検討
が行われていないことなどの問題点はあるが、台湾 IT 産業の現状を手際よくとりまとめている。
特に、台中 IT 貿易において細分類レベルで貿易特化係数や産業内貿易指数を検討し現時点では台
湾の側に技術優位があることを確認したことに独創性が認められる。また、台湾に進出した外国企
業の R&D 活動に注目し、外資と台湾企業のアライアンス事例を収集し、その特徴を明らかにした
ことも貴重な貢献である。
以上、審査するところにより、本論文は博士(経済学)の称号を授与するに値する論文であると
認定する。
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